



Changes in haiku in high school textbooks















































の「国語Ⅰ」（昭和 56 年）、「国語Ⅱ」（昭和 57 年）の教科書全 17 種に収載されている俳句・俳人の
一覧を示し、計量的調査をおこなっている。そのなかで、俳句史的側面にも触れ、伝統的な俳句
形式にとらわれない新傾向俳句、自由律俳句、前衛俳句が一部の教科書に収載されていることを


























































　まず、「国語総合」（平成 27 年）の教科書で俳句を取り上げているのは、23 種中 22 種の教科書
71
徳 永 辰 通
である。俳句を取り上げていないのは教科書番号 21 のみである。また、収載している句数を見
てみると、少ないもので教科書番号 8 の 10 句、多いもので教科書番号 4 の 26 句となっている。
「国語総合」（平成 27 年）の教科書に収載される俳句は延べ 357 句で、教科書 1 種あたりの平均
収載句数は 15.5 句である。
　鑑賞文の有無を見てみると、鑑賞文を収載しているものは 23 種中 4 種で、いずれも大岡信の
「折々のうた」を採用している。また、言語活動で俳句を取り上げているものは 23 種中 4 種で
ある。そのうち詩歌集の作成を取り上げているのが 2 種（教科書番号 8、11）で、俳句の創作を
取り上げているのが 3 種（教科書番号 1、7、8）である。現行の学習指導要領の「Ｂ書くこと」
では、言語活動例として「ア　情景や心情の描写を取り入れて、詩歌をつくったり随筆などを書
いたりすること。」とある。俳句の創作を取り上げる教科書が 23 種中 3 種とわずかであり、俳句
の取り上げ方としては鑑賞（Ｃ読むこと）中心であることが見て取れる。
［表１］「国語総合」（平成 27 年）の収載句数、鑑賞文、言語活動一覧
教科書番号 収載句数 鑑賞文 言語活動
1 12 句 言語活動編　４俳句をつくる
2 16 句 大岡信「折々のうた」




7 12 句 大岡信「折々のうた」 表現の扉７　俳句を楽しむ






















教科書番号 収載句数 題 配列
1 12 句 春風や【俳句】
「自然」「生活」「旅路」「希望」のテーマ
ごとに 3句ずつ収載。
2 16 句 白牡丹―俳句抄 正岡子規ほか 7名、2句ずつ収載。
3 16 句 白牡丹―俳句抄 高浜虚子ほか 7名、2句ずつ収載。
4 26 句 いくたびも―俳句二十一句
正岡子規ほか 6名、3句ずつ収載。
「今日の俳句」5句。
5 21 句 いくたびも―俳句十六句
正岡子規ほか 7名、2句ずつ収載。
「今日の俳句」5句。
6 12 句 春のオルガン　俳句十二句 
「音楽」「光」「生きもの」「人と人」の
テーマごとに 3句ずつ収載。
7 12 句 俳句 正岡子規ほか 5名、2句ずつ収載。
8 10 句 俳句
「春」「夏」「秋」「冬」などのテーマごと
に 2句ずつ収載。
9 12 句 俳句　十二句 正岡子規ほか 11 名、1句ずつ収載。
10 12 句 俳句　十二句 正岡子規ほか 11 名、1句ずつ収載。
11 12 句 俳句 正岡子規ほか 11 名、1句ずつ収載。
12 16 句 俳句
正岡子規ほか 5名、2句ずつ収載。
加藤楸邨ほか 3名、1句ずつ収載。
13 16 句 俳句
正岡子規ほか 5名、2句ずつ収載。
加藤楸邨ほか 3名、1句ずつ収載。
14 24 句 万緑の中や
高浜虚子ほか 7名、2句ずつ収載。
室生犀星ほか文人 7名、1句ずつ収載。
15 24 句 万緑の中や
高浜虚子ほか 7名、2句ずつ収載。
室生犀星ほか文人 7名、1句ずつ収載。
16 18 句 俳句
「春」「夏」「秋」「冬」「無季」「現代の句」
のテーマごとに 3句ずつ収載。
17 16 句 俳句 正岡子規ほか 7名、2句ずつ収載。
18 21 句 こころの帆 正岡子規ほか 6名、3句ずつ収載。
19 21 句 こころの帆 正岡子規ほか 6名、3句ずつ収載。
20 16 句 手毬唄 高浜虚子ほか 7名、2句ずつ収載。
21 － － －
22 12 句 俳句　十二句 正岡子規ほか 11 名、1句ずつ収載。
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査対象である「国語Ⅰ」（昭和 56 年）と「国語Ⅱ」（昭和 57 年）をまとめて「国・昭和」とする。





平均句数 25.8 25.3 15.5
　貞光（1987）によると、「国・昭和」の 17 種の教科書に延べ 439 句見られ、1 種の教科書に収
載されている句数の平均は 25.8 句である。貞光（1997）によると、「国・平成」の 26 種の教科書





収載率 47.1 23.1 17.4










































① 70.6 80.8 78.3
② 47.1 38.5 17.4
③ 29.4 69.2 82.6
④ 76.5 69.2 60.9
⑤ 100 88.5 95.7
⑥ 100 100 95.7























③ 3 3 3
④ 3 6 2
⑤ 1 2 1
⑥ 4 6 5













③ 0 （  0/  5） 33.3 （  6/18）  0 （  0/19）
④ 46.2 （  6/13） 72.2 （13/18） 21.4 （  3/14）
⑤   0 （  0/17） 17.4 （  4/23）  0 （  0/22）
⑥ 94.1 （16/17） 88.5 （23/26） 72.7 （16/22）
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俳人 句 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 計
①
正岡子規 いくたびも雪の深さを尋ねけり（病中雪） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 9
正岡子規 鶏頭の十四五本もありぬべし ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5
正岡子規 糸瓜咲て痰のつまりし仏かな ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5
正岡子規 痰一斗糸瓜の水も間にあはず ◯ ◯ ◯ ◯ 4
正岡子規 柿くへば鐘が鳴るなり法隆寺 ◯ ◯ ◯ 3
正岡子規 三千の俳句を閲し柿二つ ◯ ◯ 2
正岡子規 春風や象引いて行く町の中 ◯ ◯ 2
正岡子規 赤蜻蛉筑波に雲もなかりけり ◯ 1
②
河東碧梧桐 曳かれる牛が辻でずつと見廻した秋空だ ◯ ◯ ◯ 3
河東碧梧桐 赤い椿白い椿と落ちにけり ◯ 1
③
荻原井泉水 月光ほろほろ風鈴に戯れ ◯ 1
尾崎放哉 咳をしても一人 ◯ ◯ ◯ 3
種田山頭火 うしろすがたのしぐれてゆくか ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 12
種田山頭火 分け入つても分け入つても青い山 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 9
種田山頭火 まつすぐな道でさみしい ◯ ◯ ◯ 3
種田山頭火 雨ふるふるさとははだしであるく ◯ ◯ 2
④
飯田蛇笏 芋の露連山影を正しうす ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 10
飯田蛇笏 をりとりてはらりとおもきすすきかな ◯ ◯ ◯ ◯ 4
飯田蛇笏 くろがねの秋の風鈴鳴りにけり ◯ ◯ 2
飯田蛇笏 つぶらかな眼に人をみる蜥蜴かな ◯ 1
飯田蛇笏 たましひのたとへば秋のほたるかな ◯ 1
村上鬼城 冬蜂の死にどころなく歩きけり ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5
村上鬼城 鷹のつらきびしく老いて哀れなり ◯ ◯ 2
村上鬼城 闘鶏の眼つむれて飼はれけり ◯ ◯ 2
⑤
高浜虚子 白牡丹といふといへども紅ほのか ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 10
高浜虚子 遠山に日の当りたる枯野かな ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 7
高浜虚子 手毬唄かなしきことをうつくしく ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 6
高浜虚子 金亀子擲つ闇の深さかな ◯ ◯ ◯ ◯ 4
高浜虚子 去年今年貫く棒の如きもの ◯ ◯ ◯ ◯ 4
高浜虚子 桐一葉日当りながら落ちにけり ◯ ◯ 2
高浜虚子 春風や闘志いだきて丘に立つ ◯ ◯ 2
高浜虚子 山国の蝶を荒しと思はずや ◯ ◯ 2
高浜虚子 流れ行く大根の葉の早さかな ◯ 1
⑥
水原秋桜子 啄木鳥や落葉をいそぐ牧の木々 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 6
水原秋桜子 滝落ちて群青世界とどろけり ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5
水原秋桜子 冬菊のまとふはおのがひかりのみ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5
水原秋桜子 来しかたや馬酔木咲く野の日のひかり ◯ ◯ 2
水原秋桜子 高嶺星蚕飼の村は寝しづまり ◯ ◯ 2
水原秋桜子 天平のをとめぞ立てる雛かな ◯ ◯ 2
水原秋桜子 蟇ないて唐招提寺春いづこ ◯ ◯ 2
水原秋桜子 山桜雪嶺天に声もなし ◯ ◯ 2
水原秋桜子 吊橋や百歩の宙の秋の風 ◯ 1
山口誓子 海に出て木枯帰るところなし ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 10
山口誓子 炎天の遠き帆やわがこころの帆 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 7
山口誓子 つきぬけて天上の紺曼珠沙華 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 6
山口誓子 夏草に汽缶車の車輪来て止る ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5
山口誓子 ピストルがプールの硬き面にひびき ◯ ◯ 2
山口誓子 泳ぎより歩行に移るその境 ◯ 1
山口誓子 流氷や宗谷の門波荒れやまず ◯ 1
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俳人 句 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 計
⑥
西東三鬼 水枕ガバリと寒い海がある ◯ ◯ ◯ ◯ 4
西東三鬼 算術の少年しのび泣けり夏 ◯ ◯ 2
秋元不死男 子を殴ちしながき一瞬天の蟬 ◯ 1
篠原鳳作 満天の星に旅ゆくマストあり ◯ 1
⑦
中村草田男 万緑の中や吾子の歯生え初むる ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 17
中村草田男 玫瑰や今も沖には未来あり ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 7
中村草田男 冬の水一枝の影も欺かず ◯ ◯ ◯ ◯ 4
中村草田男 乙鳥はまぶしき鳥となりにけり ◯ ◯ 2
中村草田男 降る雪や明治は遠くなりにけり ◯ ◯ 2
中村草田男 勇気こそ地の塩なれや梅真白 ◯ ◯ 2
中村草田男 秋の航一大紺円盤の中 ◯ 1
中村草田男 校塔に鳩多き日や卒業す ◯ 1
中村草田男 少年の見遣るは少女鳥雲に ◯ 1
加藤楸邨 鰯雲人に告ぐべきことならず ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 11
加藤楸邨 鮟鱇の骨まで凍ててぶちきらる ◯ ◯ ◯ ◯ 4
加藤楸邨 隠岐やいま木の芽をかこむ怒濤かな ◯ ◯ ◯ ◯ 4
加藤楸邨 木の葉ふりやまずいそぐないそぐなよ ◯ ◯ 2
加藤楸邨 恋猫の皿舐めてすぐ鳴きにゆく ◯ 1
加藤楸邨 寒雷やびりりびりりと真夜の玻璃 ◯ 1
石田波郷 バスを待ち大路の春をうたがはず ◯ ◯ 2
石田波郷 プラタナス夜もみどりなる夏は来ぬ ◯ ◯ 2
女
性
杉田久女 谺して山ほととぎすほしいまゝ ◯ ◯ ◯ ◯ 4
杉田久女 花衣ぬぐやまつはる紐いろいろ ◯ ◯ ◯ 3
吉屋信子 恋すれば言葉少しソーダ水 ◯ ◯ 2
橋本多佳子 乳母車夏の怒濤によこむきに ◯ ◯ ◯ 3
橋本多佳子 蛍籠昏ければ揺り炎えたたす ◯ ◯ 2
橋本多佳子 雪はげし抱かれて息のつまりしこと ◯ ◯ 2
橋本多佳子 霧月夜美しくして一夜ぎり ◯ 1
橋本多佳子 七夕や髪ぬれしまま人に逢ふ ◯ 1
橋本多佳子 星空へ店より林檎あふれをり ◯ 1
三橋鷹女 鞦韆は漕ぐべし愛は奪ふべし ◯ ◯ 2
三橋鷹女 この樹登らば鬼女となるべし夕紅葉 ◯ 1
中村汀女 外にも出よふるるばかりに春の月 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5
中村汀女 咳の子のなぞなぞあそびきりもなや ◯ ◯ 2
中村汀女 曼珠沙華抱くほどとれど母恋し ◯ 1
細見綾子 つばめつばめ泥が好きなる燕かな ◯ 1
細見綾子 蕗の筋よくとれたれば素直になる ◯ 1
瀬戸内寂聴 雛飾る手の数珠しばしはずしおき ◯ ◯ 2
黒田杏子 白葱のひかりの棒をいま刻む ◯ ◯ 2
鎌倉佐弓 芒すすき光を生んで枯れている ◯ 1
浦川聡子 クロイツェル・ソナタ折り鶴凍る夜 ◯ 1
黛まどか 旅終へてより B面の夏休 ◯ ◯ ◯ 3
黛まどか 待ちし一枚その中にあり年賀状 ◯ ◯ 2
黛まどか 横綱を触りに行きしサングラス ◯ ◯ 2
黛まどか 夜桜やひとつ筵に恋仇敵 ◯ ◯ 2
黛まどか 会ひたくて逢ひたくて踏む薄氷 ◯ 1
大高翔 笑いあう春のオルガンひくように ◯ 1
森鷗外 筆とれば若葉の影す紙の上 ◯ ◯ 2
夏目漱石 有る程の菊抛げ入れよ棺の中 ◯ ◯ 2
室生犀星 あんずあまさうなひとはねむさうな ◯ ◯ 2
久保田万太郎 湯豆腐やいのちのはてのうすあかり ◯ ◯ 2
芥川龍之介 青蛙おのれもペンキぬりたてか ◯ ◯ 2
佐藤春夫 もろもろの浴衣に江戸を祭りけり ◯ ◯ 2
能村登四郎 春ひとり槍投げて槍に歩み寄る ◯ 1
金子兜太 彎曲し火傷し爆心地のマラソン ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 5
金子兜太 海とどまりわれら流れてゆきしかな ◯ ◯ 2
金子兜太 銀行員等朝より蛍光す烏賊のごとく ◯ 1
森澄雄 かなかなや素足少女が灯をともす ◯ 1
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高等学校の教科書俳句の変遷―俳句史の視点から
俳人 句 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 計
森澄雄 鳴門見て讃岐麦秋渦をなす ◯ 1
飯田龍太 一月の川一月の谷の中 ◯ 1
飯田龍太 鰯雲日かげは水の音迅く ◯ 1
飯田龍太 大寒の一戸もかくれなき故郷 ◯ 1
三橋敏雄 いつせいに柱の燃ゆる都かな ◯ 1
高柳重信 降る雪のかなた蝋燭の輪の舞踏靴 ◯ ◯ 2
鷹羽狩行 摩天楼より新緑がパセリほど ◯ ◯ 2
鷹羽狩行 一体か一対一か枯野人 ◯ 1
鷹羽狩行 胡桃割る胡桃の中に使はぬ部屋 ◯ 1
坪内稔典 たんぽぽのぽぽのあたりが火事ですよ ◯ ◯ ◯ ◯ 4
坪内稔典 愛はなほ青くて痛くて桐の花 ◯ 1
長谷川櫂 春の水とは濡れてゐるみづのこと ◯ ◯ 2
長谷川櫂 冬深し柱の中の濤の音 ◯ 1
夏石番矢 未来より滝を吹き割る風来たる ◯ ◯ 2
小澤實 ゆたんぽのぶりきのなみのあはれかな ◯ ◯ 2
小澤實 子燕のこぼれむばかりこぼれざる ◯ 1
田中裕明 みづうみのみなとのなつのみじかけれ ◯ 1

























［別表３］「国語Ⅰ」（昭和 56 年）、「国語Ⅱ」（昭和 57 年）に見られる俳人一覧
俳人 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ 収載率１（％） 収載率２（％）
① 正岡子規 2 2 2 1 2 2 2 1 1 1 1 2 70.6 70.6




種田山頭火 2 1 2 17.6
④
飯田蛇笏 2 2 2 2 2 2 1 1 1 2 58.8
76.5村上鬼城 2 2 2 2 2 2 2 41.2
川端茅舎 2 2 2 2 23.5
⑤ 高浜虚子 2 2 2 1 2 2 1 1 1 1 1 2 1 1 ○ 2 2 100 100
⑥
水原秋桜子 2 2 2 1 2 2 1 1 1 1 2 1 1 ○ 2 2 94.1
100
山口誓子 2 2 2 1 2 2 2 2 1 1 1 2 1 ○ 2 2 94.1
西東三鬼 2 2 2 2 23.5
富沢赤黄男 2 5.9
⑦
中村草田男 2 2 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 100
100加藤楸邨 2 2 1 2 1 1 1 1 2 1 1 2 2 76.5
石田波郷 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1 58.8
女性
杉田久女 1 1 2 17.6
47.1橋本多佳子 2 1 2 17.6
中村汀女 1 2 2 1 23.5
夏目漱石 1 5.9
金子兜太 1 2 11.8
森澄雄 2 2 11.8










［別表４］「国語Ⅰ」（平成 6 年）、「国語Ⅱ」（平成 7 年）に見られる俳人一覧
俳人 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ ｕ ｖ ｗ ｘ ｙ ｚ 収載率１（％） 収載率２（％）
① 正岡子規 2 1 2 2 1 1 2 ○ 2 1 1 1 1 2 2 2 1 1 2 2 2 80.8 80.8
② 河東碧梧桐 1 2 2 1 1 2 2 2 2 2 38.5 38.5
③
荻原井泉水 2 2 1 11.5
69.2尾崎放哉 2 2 1 1 2 1 23.1
種田山頭火 2 1 2 1 1 2 ○ 1 2 2 2 1 2 1 2 2 2 65.4
④
飯田蛇笏 2 1 2 2 1 1 1 1 1 1 2 2 ○ 2 2 57.7
69.2
村上鬼城 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 46.2
前田普羅 1 2 7.7
原石鼎 1 3.8
渡辺水巴 1 3.8
川端茅舎 2 2 2 1 2 1 2 2 ○ 2 2 42.3
⑤
高浜虚子 ○ 1 2 2 1 1 ○ 1 ○ 1 1 1 1 2 2 2 2 2 1 2 2 2 2 88.5
88.5
高野素十 2 2 2 2 15.4
⑥
水原秋桜子 2 2 2 2 2 1 2 ○ 2 ○ 1 1 1 1 ○ 2 2 1 1 2 2 2 84.6
100
山口誓子 2 2 1 2 2 1 1 1 ○ 1 ○ 1 1 1 1 2 ○ 2 2 1 1 2 2 2 2 96.2
西東三鬼 2 2 1 1 1 1 23.1
富沢赤黄男 1 3.8
秋元不死男 1 3.8
日野草城 2 2 7.7
⑦
中村草田男 2 1 2 2 1 1 1 1 ○ 1 1 2 1 1 1 2 ○ 2 2 1 1 2 2 2 2 96.2
100加藤楸邨 2 2 1 2 2 1 1 1 2 ○ 2 1 1 1 1 1 2 ○ 2 2 2 2 2 2 92.3
石田波郷 2 2 2 1 1 1 ○ 1 ○ 2 2 2 1 1 2 2 61.5
女性
杉田久女 2 1 1 1 2 1 2 2 2 2 38.5
76.9
橋本多佳子 1 2 1 2 2 19.2
三橋鷹女 1 2 7.7
中村汀女 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 2 2 1 2 57.7
星野立子 1 3.8
細見綾子 2 1 7.7
橋本美代子 2 3.8
野沢節子 1 3.8
夏目漱石 1 2 2 1 15.4
富安風生 ○ 3.8
室生犀星 1 3.8
久保田万太郎 1 1 2 11.5
山口青邨 2 3.8
西島麦南 2 3.8
大野林火 2 2 2 11.5




金子兜太 1 1 1 2 1 2 23.1
沢木欣一 1 3.8
森澄雄 1 3.8
飯田龍太 2 1 2 2 1 1 1 2 2 34.6
三橋敏雄 1 3.8
高柳重信 2 2 7.7
























俳人 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 収載率１（％） 収載率２（％）
① 正岡子規 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 78.3 78.3
② 河東碧梧桐 ○ ○ ○ ○ 17.4 17.4
③
荻原井泉水 ○ 4.3
82.6尾崎放哉 ○ ○ ○ 13.0
種田山頭火 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 65.2
④
飯田蛇笏 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 52.2
60.9
村上鬼城 ○ ○ ○ ○ ○ 21.7
⑤ 高浜虚子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 95.7 95.7
⑥
水原秋桜子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 69.6
95.7
山口誓子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 78.3




中村草田男 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 91.3
95.7加藤楸邨 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 65.2
石田波郷 ○ ○ ○ ○ 17.4
女性
杉田久女 ○ ○ ○ ○ ○ 21.7
87.0
吉屋信子 ○ ○ 8.7
橋本多佳子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 26.1
三橋鷹女 ○ ○ ○ 13.0
中村汀女 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34.8
細見綾子 ○ 4.3
瀬戸内寂聴 ○ ○ 8.7
黒田杏子 ○ ○ 8.7
鎌倉佐弓 ○ 4.3
浦川聡子 ○ 4.3
黛まどか ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 34.8
大高翔 ○ 4.3
森鷗外 ○ ○ 8.7
夏目漱石 ○ ○ 8.7
室生犀星 ○ ○ 8.7
久保田万太郎 ○ ○ 8.7
芥川龍之介 ○ ○ 8.7
佐藤春夫 ○ ○ 8.7
能村登四郎 ○ 4.3
金子兜太 ○ ○ ○ ○ ○ 21.7
森澄雄 ○ ○ 8.7
飯田龍太 ○ 4.3
三橋敏雄 ○ 4.3
高柳重信 ○ ○ 8.7
鷹羽狩行 ○ ○ ○ 13.0
坪内稔典 ○ ○ ○ ○ ○ 21.7
長谷川櫂 ○ ○ ○ 13.0
夏石番矢 ○ ○ 8.7






徳 永 辰 通
現代文編（大修館）　10：精選国語総合（大修館）　11：新編国語総合（大修館）　12：国語総合　
現代文編（数研出版）　13：高等学校国語総合（数研出版）　14：高等学校国語総合（明治書院）　
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合（筑摩書房）　18：高等学校新訂国語総合　現代文編（第一学習社）　19：高等学校国語総合
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習社）　22：探求国語総合　現代文・表現編（桐原書店）　23：国語総合（桐原書店）
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